
・プロジェクトの実施により、年間を通じて船舶の安全かつ効率的な荷役作業を行い
輸送コスト削減を図る。

輸送コスト削減額3.4億円/年
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① 『原木・石炭』輸送コスト削減便益

② 『コンテナ』輸送コスト削減便益

浜田港福井地区防波堤（新北）整備事業

With時：浜田港を利用

浜田港

輸出

海外港

Without時：境港まで陸送

浜田港

入港できず

陸送

海外港境港

※荒天時に荷役不可となるコンテナ貨物の他港への陸送が回避される便益

With時：浜田港を利用

浜田港

輸入

海外港

Without時：境港から陸送

浜田港

入港できず

陸送

海外港 境港 浜田港

※既存航路の最も近い港
※既存航路の最も近い港

※荒天時に荷役不可となるコンテナ貨物の他港への陸送が回避される便益

工場浜田港

陸送

北米

境港

Without時：境港から陸送

日本各地

入港できず

原木（輸入・移入）

工場

陸送

北米

日本各地

With時：浜田港を利用

浜田港

工場浜田港

陸送

境港

Without時：境港から陸送

東南
    

入港できず

石炭（輸入）

工場

陸送

With時：浜田港を利用

浜田港東南
    



様式－６

整備効果のイメージ図

・プロジェクトの実施により避難泊地が確保でき、海難事故等による損失を回避できる。

・人的損失

・積み荷損失

・船舶損傷に伴う損失

・船舶修繕期間中の損失

・事故船処理に伴う損失

・流出油による海洋環境汚染

に伴う損失
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荒天予測

回避可能か
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海難の回避
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可
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海難の

リスク

海難事故等の損失回避額
33.6億円/年

浜田港福井地区防波堤（新北）整備事業
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